
 

嘉楽中学校 学校教育目標 

「将来の夢を実現するために、自らを磨き続けられる人間の育成」 

○ 一人一人の生徒に対し、個に応じた能力の伸長をはかる教育の推進 

○ 人を大切にし、あらゆる差別を許さない態度を育成する教育の推進 

○ 集団の中で支え合い・磨き合い・高め合う生徒を育てる教育の推進 

 

この目標を具現化するために、一人一人の教職員が、学校体制（全教職員）で計画

的・具体的・組織的・体系的にすべての教育活動の中で実践しています。平成２９年

度より２年間、国立教育政策研究所の指定を受け、「論理的思考」のテーマのもと、

「筋道を立てて思考、判断し、表現する力の育成 ～各教科におけるノートづくりを

通して～ 」を研究課題として授業改善に取り組みました。 

こうした土台作りから、令和元年度～３年度において、京都市教育委員会の研究指

定を受け、「社会につながる表現力の育成 ～主体的に「考えて話す」生徒に～！」を

重点課題とし、「根拠を示し、順序立てて、簡潔に伝える」を実践するために、教科だ

けでなく、あらゆる教育活動で生徒が活躍できる場を設定してきました。また、この

取り組みを校区小学校にも広げ実践し、ノートづくりが一定の学力をあげる効果の要

因であることがうかがえました。 

令和５年度では、これまでの振り返りをもとに、引き続き教科の授業だけでなく、

「道徳」「総合的な学習の時間」「特別活動」「生徒会活動」「部活動」など、あらゆる

教育活動で「自分の考え」を表現する場面を設定していきたいと考えています。ま

た、小学校で取り組んでこられたＳＤＧsについても継続性を持たせ、社会に貢献で

きる生徒の育成に取り組んでまいります。 

一人一人を大切にする教育の充実に努め、個に応じたきめ細かな指導を充実させ、

学びへの意欲を高め、一人一人の能力を最大限に伸ばす取り組みを推進してまいりま

すので、保護者様をはじめ、学校関係者の皆様のご理解とご支援の程よろしくお願い

いたします。 
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